
 
 
 
 
 
 
   

 

 

掲示期間 2020-005 
04 月 28 日～05 月 28 日 

 
  

情報工学部 情報システム工学科 李知炯（り・じひょん）助教の研究室では、身に着ける「ウェアラブルデバイス」を用いた新しい健康管理に

ついて研究しています。李研究室では、日常生活で使うメガネやイヤホンなどにセンサーを組み込んだ独自のデバイスを製作しています。それら

を使って着けている人の体調のデータをリアルタイムで読みとって蓄積します。実は私たちの体温や脈拍、血圧などの状況は１日の中で大幅に

変わり続けています。この変化をリアルタイムで分析し続けることで、病気になる前ぶれなど体調が変わる兆しをつかむことができます。 

無意識に装着できるウェアラブルデバイスから体調のデータを集め、その情報から私たちの体に起こる変化について予測する、新しい健康管理の

あり方を追求しています。 
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ウェアラブルデバイスで 

新しい健康管理へ 
 

体温・脈拍を測る「イヤホン」 

「イヤホン型デバイス」は耳に着けるだけで体温や脈拍を測ることが出来

ます。組み込まれた超小型の温度センサーが内耳の温度を計測。また、光

を用いて耳の血管に流れる血液量から心臓の動きを測ります。ＡＩプログ

ラムを用いてイヤホンとして音楽を聴いているリラックスした状態から

無意識に体調やストレス状態を把握することができます。 

掲示期間 2020－057 
10 月 05 日～10 月 22 日 

血圧を測る「指輪」 

腕帯を用いた血圧計とは異なり、指から血圧を割り出す血圧計を作ってい

ます。超小型・薄膜のポンプで空気を送り込むことで指輪の内部が膨張。

さらに、搭載された光センサーが血圧だけではなく、血管の動きや弾性度

を計算し、心血管系の健康状態を把握することが出来ます。 

非接触！脈拍・体温を測る「カメラ」 

小型カメラセンサモジュールが被験者から離れた状態で脈拍・体温を測ります。このセ
ンサモジュールは被験者の顔から反射される光と放射される熱を撮影。撮影された画
像の光と熱の微妙な違いをシステムが分析して、皮膚の下の血管の動きや体温の変
動を被験者に触れることなく読み取ります。非接触なので被験者に全くストレスをかけ
ません。 


